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國民の保健と精神[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　今 (いま)は國 (こく)民 (みん)健 (けん)康 (こう)週 (しゆう)間 (かん)であります。健 (けん)康 (こう)は個 (こ)人 (じん)の力 (ちから)であり、同 (どう)時 (じ)に御 (み)国 (くに)の力 (ちから)であつて年 (ねん)が[ら] 年 (ねん)中 (ちう)健 (けん)康 (こう)に注 (ちう)意 (い)しなければならぬのでありますが、特 (とく)に五月 (がつ)二日から八日 (にち)までの一週 (しう)間 (かん)を定 (さだ)めて、健 (けん)康 (こう)の保 (ほ)持 (じ)増 (ぞう)進 (しん)に對 (たい)する認 (にん)識 (しき)を強 (つよ)くしよう といふのであります。だから國 (こく)民 (みん)はこの週 (しう)間 (かん)制 (せい)定 (てい)の趣 (しゆ)旨 (し)に叶 (かな)ふやうに、各 (かく)自 (じ)の健 (けん)康 (こう)、公 (こう)衆 (しゆう)の健 (けん)康 (こう)、特 (とく)に一生 (せう)涯 (がい)の健 (けん)康 (こう)の基 (き)礎 (そ)になる、子 (こ)供 (ども)の健 (けん)康 (こう)のため出 (で)來 (き)得 (う)るだけの注 (ちう)意 (い)を拂 (はら)うべきであります。
　第 (だい)一に健 (けん)康 (こう)のために必 (ひつ)要 (よう)なのは、健 (けん)康 (こう)は各 (かく)自 (じ)の努 (ど)力 (りよく)如 (いか)何 (ん)によつて保持 (ほじ)もされ、増進 (ぞうしん)もされるといふ信念 (しんねん)であります。それは各國 (かくこく)民 (みん)の平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)に顕著 (けんちょ)な差 (さ)のあること、即 (すなは)ち獨 (ど)逸 (いつ)は平均 (へいきん)六十、英國 (えいこく)は五十、わが日本 (につぽん)は四十といふ風 (ふう)に壽 (じゆ)命 (みやう)の長 (なが)さが違 (ちが)ふこと、また衛生 (えいせい)、運動 (うんどう)その他 (た)の保 (ほ)健 (けん)のための施 (し)設 (せつ)や努 (ど)力 (りよく)の向 (かう)上 (じやう)によつて、その平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)がのびること、例 (たと)へばデンマークでは所謂 (いはゆる)デンマーク體 (たい)操 (そう)の一般 (ぱん)的 (てき)普 (ふ)及 (きう)によつて 國 (こく)民 (みん)の平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)が八年も延 (の)びたといふことなどで、明 (めい)瞭 (れう)であります。今 (きょう)日の朝 (てう)鮮 (せん)地 (ち)方 (ほう)に於 (お)ける平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)は内 (ない)地 (ち)のそれよりも、ずつと落 (お)ちて三十年ださうでありますが、國 (こく)民 (みん)が覺 (かく)醒 (せい)して保 (ほ)健 (けん)のために努力 (どりよく)さへすれば、少 (すくな)くも獨 (ど)逸 (いつ)国 (こく)民 (みん)の平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)たる六十年までに壽 (じゆ)命 (みやう)を延 (の)ばすことが出來 (でき)るのが當 (とう)然 (ぜん)で、それは今 (こん)日 (にち)の朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の平均 (へいきん)壽 (じゆ)命 (みやう)の倍 (ばい)にあたる譯 (わけ)であります。
　しからば如何 (いか)にすればこの目的 (もくてき)は達成 (たつせい)せられるかといふに、それは一言 (げん)にしていへば、生 (せい)活 (くわつ)の合 (ごう)理 (り)化 (くわ)であります。合 (ごう)理 (り)化 (くわ)といふのは、眞 (しん)理 (り)に叶 (かな)ふやうにすることでありまして、もつと具 (ぐ)體 (たい)的 (てき)に云 (い)へば、衣 (い)食 (しよく)住 (じう)や病 (びやう)氣 (き)の治 (ち)療 (れう)を科 (くわ)學 (がく)的 (てき)に檢 (けん)討 (とう)し改 (かい)造 (ぞう)することであります。その中 (うち)でも、朝 (てう)鮮 (せん)の現 (げん)狀 (ぜう)から見 (み)まして、住 (じう)宅 (たく)や食 (しよく)物 (もつ)には改 (かい)良 (りやう)を要 (よう)するものが多 (おほ)くあるのでありますし、病 (びやう)氣 (き)になつた時 (とき)の手 (て)當 (あて)にもまだまだ迷信的 (めいしんてき)な、非 (ひ)科 (くわ)學 (がく)的 (てき)な方 (ほう)法 (ほう)が多 (た)々使 (し)用 (よう)されてゐるのは、誠 (まこと)に遺 (い)憾 (かん)であり恥 (はづ)かしいことであると云 (い)はねばなりませぬ。殊 (こと)に國 (こく)民 (みん)の保 (ほ)健 (けん)の基 (き)礎 (そ)となる 児 (じ)童 (どう)の保 (ほ)健 (けん)に於 (お)いて然 (しか)りであります。年々數 (すう)萬の幼 (よう)児 (じ)が親 (おや)の無 (む)知 (ち)の犠 (ぎ)牲 (せい)になつて死 (し)んで行 (ゆ)き、また死 (し)なぬまでも病 (びやう)弱 (じやく)な身體 (からだ)となつて 行 (ゆ)くのであります。
　第 (だい)二に国 (こく)民 (みん)の健 (けん)康 (こう)のために必 (ひつ)要 (よう)なのは國 (こく)民 (みん)の精 (せい)神 (しん)であります。精神 (せいしん)と健康 (けんこう)。まづ心 (こころ)の清 (きよ)らかでないものは得 (え)病 (びやう)氣 (き)にかゝり易 (やす)い、[精神が] 病 (びやう)氣 (き)の元 (もと)となることは誰 (だれ)もが經驗 (けいけん)することで ありませう。『清心寡慾は長生の術』といふ古 (こ)言 (げん)がありますが、今 (こん)日 (にち)の醫 (い)學 (がく)上 (じやう)から申 (まを)しましても保 (ほ)健 (けん)と療 (れう)養 (よう)の最 (もつと)も大 (たい)切 (せつ)な方 (ほう)法 (ほう)たる安 (あん)靜 (せい)は精神 (せいしん)の安靜 (あんせい)を主 (しゆ)とするのであります。清 (きよ)い信 (しん)仰 (かう)をもつてゐるものが弱 (よわ)い身體 (からだ)でありながら、能 (よ)く無 (む)病 (びやう)長 (ちやう)壽 (じゆ)を保 (たも)つのはこのためであります。
　次 (つぎ)に公 (こう)衆 (しう)保 (ほ)健 (けん)は 實 (じつ)に國 (こく)民 (みん)各 (かく)個 (こ)人 (じん)の道 (どう)徳 (とく)的 (てき)素 (そ)養 (よう)即 (すなは)ち精 (せい)神 (しん)の高 (たか)さによるのでありまして、道端 (みちばた)に痰 (たん)を吐 (は)くとか、傳 (でん)染 (せん)病 (びやう)を隱 (いん)蔽 (ぺい)するとか、公 (こう)衆 (しう)用 (よう)の器 (き)物 (ぶつ)を汚 (よご)すやうな國 (こく)民 (みん)では、公 (こう)衆 (しう)保 (ほ)健 (けん)の實 (じつ)は擧 (あ)げられるものではありませぬ。すべての人 (ひと)は皆 (みな)わが兄 (きやう)弟 (だい)なり子 (し)女 (じよ)なり、大 (だい)事 (じ)なるわが家 (か)族 (ぞく)なりといふ精神 (せいしん)があつてこそ、國 (こく)民 (みん)保 (ほ)健 (けん)は完 (くわん)全 (ぜん)に達 (たつ)成 (せい)されるのであります。
　願 (ねが)はくは今 (こん)年は昨 (さく)年 (ねん)よりも、來 (らい)年は今 (こん)年よりも朝 (てう)鮮 (せん)を健 (けん)康 (こう)なところに引 (ひき)上 (あ)げませう。
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